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閑
話
三
題

山
口
正
義

一
、
米
津
家
大
名
墓
所

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
六
〇
号
（
平
成

年

月
）
は
多
摩
地
域
の
文
化
財
の
特
集
で
し
た
。
そ
の
中
で
東
久
留
米
市
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の
文
化
財
の
項
に
は
「
多
摩
地
域
唯
一
の
大
名
墓
所
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
東
久
留
米
市
幸
町
の
米
津
寺
に
あ
る
、
江
戸
時
代
の
「
米
津
家
墓
所
」（
都
指
定
史
跡
）
で
す
。

べ
い
し
ん

じ

よ
ね
き
つ

「
米
津
」
と
い
う
の
は
、
古
文
書
の
勉
強
の
中
で
「
米
津
伊
勢
守
領
分

武
州
多
摩
郡
乙
津
村
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
何

回
か
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
会
員
の
方
が
以
前
「
米
津
梅
干
之
助
」
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
（
十
章

参
照
）。

と
い
う
訳
で
、
こ
の
大
名
墓
所
を
見
学
し
よ
う
と
米
津
寺
に
出
掛
け
て
み
ま
し
た
。

米
津
寺
は
明
治
二
十
二
年
に
本
堂
・
庫
裏
を
焼
失
し
て
い
て
、
現
在
見
る
本
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
味
気
な
く
感

じ
ま
す
。
焼
失
を
免
れ
た
楼
門
は
再
興
の
た
め
に
国
分
寺
に
売
却
さ
れ
、
現
在
同
寺
の
楼
門
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

写
真
で
見
る
と
重
厚
な
建
物
で
す
。
本
堂
西
南
に
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
奥
の
方
一
帯
が
米
津
家
の
墓
所
で
し
た
。
大
名
墓
地

と
し
て
広
い
の
か
狭
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
な
り
の
広
さ
で
す
。
四
つ
の
大
き
な
特
徴
的
な
墓
と
そ
の
前
に
は
石
灯

籠
が
何
基
も
あ
り
ま
す
。
墓
所
に
あ
る
案
内
板
に
は
概
略
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。

久
喜
藩
主
・
長
瀞
藩
主
米
津
家
墓
所

米
津
寺
は
万
治
二
年(

一
六
五
九)

米
津
田
盛
を
開
基
と
す
る
米
津
家
の
菩

提
寺
。
墓
域
に
二
代
田
盛
・
四
代
政
矩
・
六
代
政
崇
・
八
代
政
容
の
墓
標
と

供
養
塔
や
石
灯
籠
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
墓
標
の
形
状
は
笠
付
六
角
塔
身
型

で
統
一
。
塔
身
に
は
『
碧
巖
録
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
米
津
家
は
徳
川
譜

代
の
家
臣
で
初
代
田
政
は
江
戸
町
奉
行
を
勤
め
武
蔵
・
下
総
・
上
総
に
五
千

石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
、
二
代
田
盛
の
時
代
に
一
万
五
千
石
の
大
名
と
な
る
。

三
代
政
武
は
久
喜
藩
主
に
、
七
代
通
政
は
出
羽
長
瀞
藩
主
に
。
門
前
村
・
神

山
村
・
前
沢
村
（
東
久
留
米
市
）
、
乙
津
村
・
上
代
継
村
・
下
代
継
村
（
あ

き
る
野
市
）
な
ど
が
米
津
領
で
あ
っ
た
。

何
故
偶
数
代
の
み
の
墓
な
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
因
み
に
奇
数
代
の
墓

は
深
川
の
本
誓
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現
存
し
な
い
と
い
い
ま
す
。

二
、
高
橋
下
総
と
は
誰
か

慶
応
四
年
の
五
日
市
村
の
御
用
留
を
勉
強
し
た
の
は
も
う
四
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
慶
応
三
年
か
ら
四
年
に
掛
け
て
は
薩

邸
焼
き
討
ち
、
赤
報
隊
（
の
ち
嚮
導
隊
）
の
活
動
、
戊
辰
戦
争
勃
発
と
目
ま
ぐ
る
し
い
。
興
味
が
尽
き
ず
調
べ
出
す
と
深
入

り
し
や
す
く
、
本
来
の
勉
強
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
慶
応
四
年
正
月
の
文
章
を
習
い
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

む
蔵
相
模
其
外

関
東
筋
諸
国

官
軍

檄

文

執
事

米津家墓所 （2016年2月）
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徳
川
慶
喜
事
反
逆
兵
ヲ

朝
廷
江
向
ケ
発
炮
致

候
段
古
来
未
曾
有
之
朝
敵
た
る
を
以
テ
官
位
並

領
所
等
不
残
御
召
上
ケ
ニ
相
成
猶
御
追
討
と
し
て

東
海
東
山
北
陸
之
三
道
御
討
入
ニ
相
成
東
征

大
将
軍
御
下
向
被
遊
候
間
諸
藩
者
勿
論
草
莽

有
志
之
者
早
々
勤
王
之
義
旗
を
掲
ヶ
速
ニ

反
逆
之
徒
を
討
平
ケ
上
江

宸
襟
越
安

し
奉
り
下
者
萬
民
救
ひ
王
政
御
復
古
之
道

相
立
平
生
尊
穣
之
志
越
達
寿
る
之
機
会
此

時
を
不
可
失
様

御
沙
汰
ニ
候
事
檄
之
至
ル

處
謹
而
聞
之

官
軍
先
鋒

慶
應
四
辰
年
正
月

郷
導
隊

高
橋
下
総

正
に
檄
文
で
す
。
こ
の
時
期
、「
官
軍
先
鋒
郷(

嚮)

導
隊
」
は
ま
だ
「
官
軍
赤
報
隊
一
番
隊
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
は
脇
に
置
い
て
、
こ
の
「
高
橋
下
総
」
と
は
誰
か
。

こ
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
以
来
思
い
出
し
て
は
調
べ
て
見
る
が
皆
目
わ
か
り
ま
せ
ん
。
赤
報
隊
の
人
名
録
に
は
調
べ
て
も

出
て
来
な
い
の
で
す
。
こ
の
檄
文
は
相
当
広
く
出
ま
わ
っ
て
い
る
筈
だ
か
ら
誰
か
調
べ
た
に
違
い
な
い
と
思
い
つ
つ
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。

最
近
、『
相
楽
総
三
・
赤
報
隊
史
料
集
』（
西
澤
朱
美
編
）
と
い
う
本
が
調
布
市
立
図
書
館
に
あ
る
と
い
う
の
が
わ
か
り
ま

し
た
の
で
同
図
書
館
ま
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た
の
は
ほ
ぼ
同
じ
文
章
の
中
で
「
高
橋
下
総
」
に
あ
る
次
の
よ
う

な(

注)

で
し
た
。

赤
報
隊
の
人
名
録
に
高
橋
下
総
な
る
隊
士
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
国
立
公
文
書
館
蔵
「
赤
報
記
」
表
紙
裏
に

「
薩
邸
飛
脚

井
上
平
右
衛
門

乗
船
周
旋下

総
豊
田
郡
沼
野
森
村

鷲
之
神
社
神
主

高
橋
上
総
之
介
事

薩
邸
之
時
ハ
佐
々
木
氏
ヲ
称
ス

新
太
郎
」

の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
高
橋
上
総
之
介
（
高
橋
新
太
郎
）
が
下
総
と
同
一
人
物
か
と
思
わ
れ
る
。

正
直
分
か
っ
た
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
文
章
で
は
あ
り
ま
す
。
や
っ
と
出
会
っ
た
資
料
に
も
確
定
的
な
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
よ
う
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
わ
ざ
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
名
前
に
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
も
湧
き
起

こ
り
ま
す
。
調
べ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

相楽総三墓（諏訪・魁塚）2016年8月
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三
、
調
練
橋
と
常
夜
燈

「
農
兵
」
の
こ
と
は
今
ま
で
勉
強
し
た
中
で
何
回
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
印
象
深

い
の
は
武
州
一
揆
（
慶
応
二
年
）
の
際
、
五
日
市
で
幕
側
の
農
兵
が
一
揆
勢
を
鎮
圧

し
た
く
だ
り
。
豪
農
層
の
治
安
維
持
に
当
た
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
他
に
も
薩
邸
浪

士
に
絡
む
壺
伊
勢
屋
事
件
（
慶
応
三
年
）
な
ど
に
も
「
農
兵
」
が
頻
繁
に
出
て
き
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

さ
て
、
散
歩
が
て
ら
に
時
々
行
く
場
所
に
瑞
穂
町
の
狭
山
池
公
園
が
あ
り
ま
す
。

片
道
三
十
分
で
す
。
こ
の
公
園
の
池
に
入
り
込
む
小
川
に
一
つ
の
橋
が
架
か
っ
て
い

て
、
「
調
練
橋
」
と
あ
り
ま
す
。
傍
ら
の
標
識
に
は
、
「
慶
応
元
年
か
ら
二
年
に
か
け

て
、
こ
の
辺
り
の
芝
原
で
農
兵
に
鉄
砲
等
の
調
練
を
行
っ
た
た
め
に
名
づ
け
ら
れ
た
。

参
加
者
は
近
隣
周
辺
の
村
々
の
役
人
層
の
子
弟
が
大
部
分
で
総
勢
七
十
九
人
。
こ
の

訓
練
は
武
士
階
級
の
崩
壊
や
徴
兵
制
に
つ
な
が
る
我
が
国
近
代
化
へ
の
第
一
歩
を
示
す
も
の
と
し
て
意
義
深
い
」（
要
約
）

と
あ
り
ま
す
。

農
兵
制
が
幕
府
に
採
用
さ
れ
た
の
は
文
久
三
年
と
い
わ
れ
ま
す
。『
瑞
穂
町
史
』
に
は
、「
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
三
月

二
日
砂
川
村
ニ
テ
調
練
ヲ
始
ム

七
月
十
七
日
真
福
寺
大
門
ニ
テ
炮
術
調
練
ヲ
初
ム

八
月
十
九
日
箱
根
ヶ
崎
池
地
ニ
テ
炮

術
調
練
ヲ
始
ム

慶
応
二
年
十
月
廿
一
日
炮
術
調
練
始
」
と
あ
り
、
農
兵
制
が
採
用
さ
れ
た
翌
々
年
に
こ
の
地
で
実
際
の
訓

練
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
同
町
史
に
は
江
川
太
郎
左
衛
門
配
下
の
武
士
が
指
導
に
来
て
い
る
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
公
園
に
は
慶
応
元
年
に
建
て
ら
れ
た
大
き
な
常
夜

燈
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
標
識
に
は
「
こ
の
頃
は
狭
山
池
周
辺
で
農

兵
の
調
練
が
あ
り
百
姓
一
揆
が
押
し
寄
せ
る
な
ど
不
安
の
多
い
時
代

だ
っ
た
。
ま
た
幕
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
を
反
映
し
て
人
馬
の
通
行
も

多
く
、
燈
明
を
と
も
し
、
通
行
人
の
道
し
る
べ
、
天
下
泰
平
、
村
内

安
全
を
祈
っ
た
」
（
要
約
）
と
あ
り
ま
す
。
総
高
五
メ
ー
ト
ル
と
も

あ
り
、
見
る
か
ら
に
立
派
な
も
の
で
す
。

燈
明
は
ど
の
位
の
明
る
さ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
も
、

往
時
を
偲
ぶ
に
充
分
な
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

（
「
古
文
書
は
む
ら
」
第

号
、
平
成

年

月
）

9
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調練橋（2016年8月）常夜燈（2016年8月）
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